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本
書
は
、
宮
本
又
郎
『
近
世
日
本
の
市
場
経
済
│
大
坂
米
市
場
分

析
│
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
）
以
来
久
々
の
、
近
世
の
領
主
米
市

場
に
関
す
る
研
究
書
で
あ
る
。
今
後
の
経
済
史
研
究
へ
の
有
益
な
示

唆
を
多
く
含
み
、
何
よ
り
、「
近
世
に
お
い
て
最
も
重
要
な
財
で
あ

る
米
に
つ
い
て
す
ら
十
分
な
検
討
が
及
ん
で
い
な
い
と
い
う
事
実
」

（
本
書
四
頁
）
を
直
視
し
、
多
く
の
研
究
史
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、

米
価
系
列
の
整
備
や
町
触
の
解
釈
な
ど
最
も
基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら

議
論
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
に
共
感
を
覚
え
る
。
論
点

は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
論
旨
は
明
快
な
の
で
、
大
坂
の
米
市
場
に
関

す
る
入
門
書
と
し 

て
も
お
勧
め
し
た
い
。

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序
章　

幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
米
市
場

　

第
Ⅰ
部　

領
主
米
市
場
の
形
成

　
　

第
一
章　

幕
府
直
轄
米
市
場
の
成
立

　
　

第
二
章　

大
坂
米
市
場
の
制
度
的
基
礎

　

第
Ⅱ
部　

幕
藩
領
主
と
大
坂
米
市
場

　
　

第
三
章　

米
価
統
制
策
の
再
検
討

　
　

第
四
章　

米
切
手
統
制
策
の
再
検
討

　
　

第
五
章　

大
坂
米
市
場
と
大
名
財
政

　

第
Ⅲ
部　

近
世
社
会
と
相
場
情
報

　
　

第
六
章　

大
坂
米
市
場
の
効
率
性

　
　

第
七
章　

幕
府
直
轄
米
市
場
の
連
動
と
統
合

〔
書　

評
〕

高
槻
泰
郎
著
『
近
世
米
市
場
の
形
成
と
展
開
│
幕
府
司
法
と
堂
島
米
会
所
の
発
展

│
』

中　

川　

す　

が　

ね
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場
」
と
い
え
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
幕
藩
制
的
市
場
」
の
定
義
や
、

成
立
時
期
（
享
保
期
に
な
る
が
、
①
②
の
時
期
と
は
ず
れ
て
し
ま
う
）

に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
よ
り
、
あ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
司
法
に
よ
る
市
場
の
取
引
秩
序
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
課
題
設
定
は
納
得
で
き
る
。

　

そ
の
上
で
桜
井
英
治
・
宇
佐
美
英
機
の
研
究
な
ど
か
ら
、
近
世
の

商
秩
序
維
持
の
あ
り
か
た
を
検
討
す
る
。
商
工
座
や
商
人
司
と
い
っ

た
暴
力
装
置
を
伴
う
団
体
が
一
定
地
域
の
商
秩
序
の
維
持
を
請
負
い
、

対
価
と
し
て
排
他
的
営
業
権
を
認
め
ら
れ
る
と
い
う
中
世
的
商
秩
序

は
、
楽
座
令
を
経
て
、
近
世
権
力
の
法
に
よ
る
秩
序
形
成
へ
と
進
み
、

近
代
へ
の
流
れ
を
形
作
っ
た
が
、
司
法
の
下
層
部
分
を
担
う
中
間
組

織
に
一
定
の
自
律
性
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
前
提
に
、

近
世
米
市
場
に
お
い
て
も
、
町
や
仲
間
内
と
い
っ
た
中
間
組
織
で
行

わ
れ
る
調
停
、
個
別
領
主
の
司
法
、
幕
府
司
法
と
い
っ
た
、
重
層
的

な
商
秩
序
形
成
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
公
権
力
の
存
在

を
捨
象
し
て
近
世
の
商
取
引
を
支
え
た
制
度
的
裏
付
け
を
株
仲
間
に

求
め
た
岡
崎
哲
二
『
江
戸
の
市
場
経
済
│
歴
史
制
度
分
析
か
ら
み
た

株
仲
間
│
』（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）
の
議
論
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
「
幕
府
直
轄
米
市
場
の
成
立
」
は
、
第
一
節
で
大
坂
、
第

二
節
で
大
津
に
お
い
て
幕
藩
制
的
市
場
と
し
て
の
米
市
場
が
成
立
す

　

終
章　

近
世
社
会
に
お
け
る
市
場
の
論
理

　

第
Ⅰ
部
は
大
坂
米
市
場
が
幕
府
司
法
に
裏
づ
け
ら
れ
た
幕
藩
制
的

市
場
と
な
る
ま
で
、
第
Ⅱ
部
は
米
切
手
所
持
者
の
財
産
権
が
司
法
に

よ
り
裏
づ
け
ら
れ
て
金
融
市
場
と
し
て
成
立
す
る
ま
で
を
論
じ
、
第

Ⅲ
部
で
は
大
坂
米
相
場
が
山
片
蟠
桃
の
い
う
天
下
の
智
を
的
確
に
価

格
へ
反
映
す
る
「
カ
シ
コ
キ
モ
ノ
」
か
ど
う
か
米
相
場
か
ら
分
析
し

て
い
る
。
以
下
、
概
略
を
説
明
し
て
い
く
。

　

序
章
で
は
本
書
の
問
題
意
識
や
課
題
設
定
が
記
さ
れ
、
そ
れ
に
関

連
す
る
研
究
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
著
者
も
記
す
よ

う
に
近
年
あ
ま
り
意
識
的
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
「
幕
藩
制
的
市

場
」
と
い
う
言
葉
を
あ
え
て
使
用
し
て
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。「
幕
藩
制
的
市
場
」
の
概
念
と
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、

宮
本
前
掲
書
の
議
論
を
も
と
に
問
題
を
展
開
し
て
い
る
。
宮
本
は

「
幕
藩
制
的
市
場
」
と
し
て
の
大
坂
市
場
の
条
件
を
、
①
米
の
収

集
・
販
売
の
一
元
的
掌
握
と
そ
れ
に
照
応
す
る
米
商
人
の
登
場
、
②

大
量
の
米
を
捌
き
得
る
物
理
的
機
構
、
卸
売
商
業
組
織
、
中
央
市
場

の
成
立
、
③
幕
府
の
中
央
都
市
市
場
へ
の
統
制
の
具
体
化
と
し
、
一

七
世
紀
後
半
の
寛
文
〜
元
禄
期
に
成
立
し
た
と
し
た
。
本
書
は
こ
の

③
を
止
揚
し
て
、
幕
藩
領
主
の
司
法
に
よ
る
取
引
秩
序
の
維
持
が
あ

っ
て
こ
そ
、
幕
藩
領
主
に
一
元
的
に
把
握
さ
れ
た
「
幕
藩
制
的
市
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認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
著
者
も
第
二
章
第

二
節
で
検
討
し
て
課
題
と
し
て
い
る
の
で
今
後
に
期
待
し
た
い
。

　

大
津
で
も
、
享
保
一
三
年
に
米
会
所
が
認
可
さ
れ
、
延
売
買
も
認

め
ら
れ
、
同
二
〇
年
に
は
米
価
公
定
を
機
に
御
用
米
会
所
に
編
成
替

え
さ
れ
た
。
た
だ
大
坂
堂
島
米
会
所
と
比
較
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な

司
法
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
市
場
で
あ
る
か
、
少
し
わ
か
り
に
く
い
。

　

第
三
節
の
大
坂
の
蔵
屋
敷
と
蔵
米
流
通
の
分
析
で
は
、
切
手
の
主

要
な
取
引
銘
柄
は
西
国
米
が
圧
倒
的
で
、
加
賀
藩
な
ど
の
北
国
米
は

端
境
期
を
つ
な
ぐ
銘
柄
で
あ
っ
た
こ
と
、
蔵
屋
敷
ご
と
に
蔵
名
前
と

い
わ
れ
る
入
札
参
加
の
米
仲
買
を
決
め
落
札
量
に
よ
り
管
理
の
あ
り

か
た
を
変
え
て
い
た
こ
と
、
米
切
手
と
蔵
出
し
期
限
と
の
関
係
な
ど
、

大
坂
蔵
屋
敷
が
町
人
屋
敷
で
あ
っ
て
大
名
領
分
で
あ
る
と
い
う
二
重

性
か
ら
来
る
米
切
手
取
引
の
問
題
点
な
ど
興
味
深
い
論
点
が
多
い
。

　

第
二
章
「
大
坂
米
市
場
の
制
度
的
基
礎
」
は
、
米
商
人
の
間
で
形

成
さ
れ
た
商
秩
序
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
著
者
は
取
引
規
則
の

設
定
が
市
場
の
効
率
性
を
左
右
す
る
と
い
う
発
想
に
基
づ
く
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
マ
イ
ク
ロ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
理
論
を
念
頭
に
お
い
て
、
市
場

の
取
引
規
則
を
復
元
し
て
あ
り
の
ま
ま
に
提
示
し
た
い
と
い
う
。
ま

ず
島
本
得
一
に
よ
る
米
切
手
の
分
類
を
再
検
討
し
、
①
蔵
屋
敷
に
よ

る
払
米
を
通
じ
て
発
行
さ
れ
る
出
切
手
、
②
蔵
米
の
裏
付
け
な
く
発

る
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
米
市
場
そ
の
も
の
は
い
ず
れ
も
自
生
的

に
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
三
月
の
大
坂
町

触
か
ら
米
手
形
の
転
売
や
空
米
切
手
に
あ
た
る
米
手
形
が
発
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
米
商
人
の
間
で
も
仲
間
が
形
成
さ
れ
て
い

て
、
顔
見
知
り
の
関
係
で
取
引
秩
序
を
維
持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、

米
手
形
を
め
ぐ
る
出
入
は
す
で
に
生
じ
て
い
た
。
大
坂
町
奉
行
は
こ

れ
に
処
罰
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
米
切
手
の
転
売
そ
の
も
の
が

不
法
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世

紀
初
頭
に
か
け
て
は
建
物
米
取
引
が
考
案
さ
れ
て
い
た
が
、
大
坂
町

奉
行
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
抑
圧
的
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
享
保
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
期
に
入
る
と
米
価
安
に
よ

り
米
切
手
取
引
な
ど
の
緩
和
が
な
さ
れ
、
享
保
一
五
年
八
月
一
三
日

に
は
堂
島
米
会
所
が
認
可
さ
れ
現
物
・
先
物
取
引
が
公
認
さ
れ
た
。

翌
一
六
年
一
二
月
に
は
買
米
と
い
う
役
儀
の
代
償
と
し
て
米
仲
買
に

株
札
が
交
付
さ
れ
、
米
年
寄
も
任
命
さ
れ
た
。
翌
一
七
年
に
は
大
坂

町
奉
行
二
名
の
申
し
合
わ
せ
と
し
て
現
物
取
引
の
出
訴
が
認
め
ら
れ

た
。
著
者
は
こ
れ
を
も
っ
て
堂
島
米
会
所
が
公
儀
の
司
法
に
裏
づ
け

ら
れ
た
幕
藩
制
的
市
場
と
な
り
、
不
特
定
多
数
と
取
引
す
る
日
本
全

国
に
開
か
れ
た
市
場
に
発
展
す
る
契
機
を
得
た
と
評
価
す
る
。
難
し

い
の
は
、
堂
島
米
会
所
に
お
い
て
も
帳
合
米
取
引
に
関
す
る
出
訴
が
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選
定
条
件
は
米
の
供
給
量
と
俵
装
の
均
一
性
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
近
江
国
蒲
生
郡
鏡
村
玉
尾
家
文
書
「
万
相

場
日
記
」
の
銘
柄
別
米
切
手
発
行
残
高
と
建
物
米
の
対
応
を
調
べ
る

こ
と
で
、
高
い
流
動
性
を
安
定
的
に
市
場
に
供
給
す
る
こ
と
、
蔵
米

と
の
兌
換
信
用
力
が
あ
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

最
後
に
先
物
取
引
に
お
け
る
決
済
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
以
降
現
物
価
格
と
先
物
価
格
が
大
き
く
乖

離
し
た
際
に
は
、
正
銀
正
米
取
渡
仕
法
と
し
て
現
物
の
米
切
手
の
取

り
渡
し
で
の
決
済
が
認
め
ら
れ
、
両
価
格
の
「
鞘
寄
せ
」
が
は
か
ら

れ
た
。
先
物
取
引
に
現
物
の
裏
づ
け
を
与
え
て
決
済
の
円
滑
な
履
行

を
担
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
玉
尾
家
「
万
相
場
日
記
」

か
ら
限
日
に
お
け
る
現
物
価
格
と
先
物
取
引
の
差
は
口
銭
の
五
匁
以

下
に
ま
で
縮
ま
り
、
両
相
場
間
で
裁
定
と
い
わ
れ
る
投
資
行
動
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
幕
末
に
は
裁
定
が
行
わ
れ
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
米
方
両
替
の
減
少
の
理
由
、
そ
も
そ
も
現
物
米
切

手
で
の
決
算
が
必
要
に
な
る
理
由
と
と
も
に
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

第
三
章
「
米
価
統
制
策
の
再
検
討
」
に
お
い
て
、
最
初
に
問
題
に

さ
れ
る
の
は
米
価
系
列
で
あ
る
。
厳
密
に
米
価
の
推
移
を
知
る
た
め

に
は
日
次
の
米
価
系
列
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
本
書
で
は
前
掲
玉

行
さ
れ
る
空
米
切
手
、
③
借
財
の
担
保
と
し
て
発
行
さ
れ
、
か
つ
条

件
付
で
市
場
で
流
通
す
る
調
達
切
手
、
④
借
財
の
担
保
と
し
て
発
行

さ
れ
、
か
つ
流
通
性
の
な
い
坊
主
切
手
、
の
四
種
類
に
分
類
し
、
市

場
に
お
い
て
は
、
出
切
手
、
空
米
切
手
、
調
達
切
手
は
す
べ
て
出
切

手
と
し
て
無
差
別
に
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
ま
た

冨
子
家
文
書
な
ど
に
よ
り
、
現
物
取
引
の
方
法
や
銘
柄
、
決
済
の
方

法
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
現
物
取
引
に
お
い
て
資
金
を
融
通
す

る
入
替
両
替
に
つ
い
て
も
、
石
井
寛
治
の
研
究
や
加
嶋
屋
久
右
衛
門

の
「
御
用
日
記
」
か
ら
実
態
を
探
っ
て
い
る
。
大
両
替
は
米
仲
買
と

「
手
先
両
替
」
を
介
在
さ
せ
て
入
替
を
行
い
、
越
後
屋
な
ど
の
「
手

先
両
替
」
は
利
鞘
を
か
せ
い
で
い
た
こ
と
、
入
替
の
利
は
季
節
に
よ

る
利
子
変
動
が
あ
る
こ
と
、
担
保
米
切
手
は
市
場
価
格
よ
り
五
匁
安

い
担
保
価
値
と
し
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
、
信
用
力
の
高
い
米
切
手
と

低
い
米
切
手
が
混
ぜ
て
入
替
ら
れ
る
こ
と
、
従
っ
て
米
切
手
の
価
格

は
蔵
米
の
質
だ
け
で
な
く
そ
の
兌
換
信
用
力
も
含
め
決
定
さ
れ
る
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　

次
い
で
先
物
取
引
の
制
度
や
建
物
米
の
選
定
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
先
物
取
引
に
は
幕
府
司
法
の
保
護
が
な
く
、「
仲
間
除
」
と

い
う
仲
間
相
互
の
規
律
付
け
に
よ
り
取
引
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
が
、
史
料
的
限
界
か
ら
や
や
わ
か
り
に
く
い
。
建
物
米
の



137

れ
た
。
ま
た
こ
れ
と
並
行
し
て
享
保
二
〇
年
に
は
買
米
策
が
行
わ
れ

た
が
、
米
価
上
昇
の
効
果
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
経
験
を
ふ
ま
え
、

幕
府
は
こ
れ
以
降
米
価
の
直
接
操
作
は
し
な
く
な
り
、
市
場
原
理
を

利
用
す
る
政
策
に
特
化
し
て
い
く
。

　

延
享
（
一
七
四
四
〜
四
八
）
期
は
全
国
で
大
規
模
な
御
買
米
や
買

米
を
行
っ
た
が
、
効
果
は
な
か
っ
た
。
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
年

御
用
金
に
よ
る
買
米
政
策
は
、
冨
商
に
資
金
を
出
さ
せ
て
町
に
貸
付

け
、
三
分
の
二
で
町
に
米
切
手
を
買
い
持
ち
さ
せ
残
り
は
利
貸
に
運

用
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
資
金
提
供
者
と
米
切
手
の
買
持
者
を
分
離

し
、
利
殖
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
新
し
い
。
金
融
梗
塞
を
お

こ
し
て
御
用
金
令
は
三
ヶ
月
で
撤
回
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
米
価
は
上

昇
し
た
。

　

米
切
手
が
多
数
発
行
さ
れ
た
文
化
期
の
米
価
統
制
策
は
相
次
ぐ
買

米
令
で
あ
る
が
、
米
価
は
短
期
的
に
も
上
昇
し
な
か
っ
た
。
宝
暦
と

違
い
幕
府
の
対
応
の
弱
さ
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
文
化
九
（
一
八

一
二
）
年
の
買
米
令
は
米
切
手
で
は
な
く
現
物
を
囲
い
持
ち
蔵
屋
敷

に
置
い
て
お
く
よ
う
に
命
じ
た
が
、
銀
納
も
認
め
た
こ
と
か
ら
大
半

が
銀
納
と
な
り
、
米
価
引
き
上
げ
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
文
化

十
年
六
月
に
は
江
戸
勘
定
奉
行
ラ
イ
ン
で
指
定
額
一
〇
〇
万
両
の
御

用
金
が
命
じ
ら
れ
、
七
月
に
は
大
名
に
対
し
て
大
坂
廻
米
高
を
半
減

尾
家
「
万
相
場
日
記
」
か
ら
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
か
ら
安
政

三
（
一
八
五
六
）
年
の
間
の
大
坂
現
物
価
格
・
同
先
物
価
格
等
を
復

元
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
と
大
文
字
屋
七
左
衛
門
方

「
毎
日
相
場
帳
」
か
ら
鈴
木
直
二
が
建
物
米
現
物
価
格
・
同
先
物
価

格
等
を
復
元
し
た
鈴
木
系
列
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

第
二
節
で
は
一
八
世
紀
の
米
価
浮
揚
策
（
浮
揚
と
あ
る
の
は
短
期

の
米
価
上
昇
し
か
見
込
め
な
か
っ
た
か
ら
か
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
享
保
期
に
は
享
保
七
年
に
米
の
延
取
引
を
解
禁
し
て
か
ら
堂
島

米
会
所
の
認
可
に
至
る
。
ま
た
享
保
一
五
・
一
六
年
と
御
買
米
を
行

い
、
一
六
年
六
月
に
は
大
坂
で
町
人
一
三
〇
名
に
買
米
を
命
じ
て
い

る
。
直
後
に
米
価
は
上
昇
し
た
が
、
八
月
に
は
上
昇
傾
向
が
鈍
り
、

一
〇
月
に
は
町
ご
と
に
買
米
目
標
額
を
設
定
す
る
方
針
に
転
換
し
た
。

こ
の
時
の
触
で
は
買
米
の
対
象
と
な
っ
た
古
米
の
米
切
手
と
蔵
米
と

の
兌
換
の
履
行
や
消
費
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は
米
切
手
保
護

政
策
の
先
駆
け
と
著
者
は
評
価
す
る
。
し
か
し
蔵
屋
敷
に
米
切
手
を

現
銀
で
買
い
取
っ
て
も
ら
う
行
為
も
み
ら
れ
、
古
米
の
蔵
出
し
は
進

ま
な
か
っ
た
。
享
保
一
七
年
の
飢
饉
に
よ
り
買
米
は
停
止
さ
れ
る
が
、

翌
年
か
ら
米
価
が
下
落
し
、
幕
府
は
米
価
公
定
に
ふ
み
き
る
。
し
か

し
こ
れ
に
よ
り
米
取
引
が
減
退
し
、
享
保
二
一
年
に
は
米
仲
買
が
廃

止
を
嘆
願
し
、
元
文
改
鋳
の
実
施
と
引
き
替
え
に
公
定
策
は
廃
止
さ
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済
状
況
に
よ
り
基
準
を
変
更
す
る
の
が
、
幕
府
の
空
米
切
手
統
制
策

の
本
質
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
の
幕
府
の
滞
り
切
手
公
銀
入
替
政

策
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
の
加
嶋
屋
久
右
衛
門
・
鴻
池
屋
善
右
衛

門
と
町
奉
行
と
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
当
初
両
者
の
資
力
に
公
銀

を
加
え
て
市
場
か
ら
信
用
力
の
弱
い
米
切
手
を
吸
い
上
げ
よ
う
し
た

が
、
不
束
な
米
切
手
を
公
銀
で
入
れ
替
え
る
こ
と
で
蔵
屋
敷
の
引
き

締
め
を
は
か
る
方
針
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
安
永
二
年
令
も
こ
う
し
た
方
針
の
も
と
調
達
切
手
も
含
む
米
切

手
の
運
用
に
関
し
て
蔵
屋
敷
に
強
い
規
律
付
け
を
与
え
る
意
味
が
あ

り
、
実
際
に
公
銀
に
よ
る
入
替
や
買
い
上
げ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と

す
る
。

　

田
沼
期
に
は
空
米
切
手
禁
止
令
に
よ
り
米
切
手
の
授
受
売
買
、
米

切
手
と
蔵
米
の
兌
換
と
い
う
契
約
関
係
が
幕
府
仕
法
に
よ
り
保
護
さ

れ
、
米
切
手
の
財
産
権
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
米
市
場
は
金
融

市
場
と
し
て
も
確
立
し
た
と
著
者
は
評
価
す
る
。

　

第
五
章
「
大
坂
米
市
場
と
大
名
財
政
」
で
は
、
天
明
二
（
一
七
八

二
）
年
に
滞
り
切
手
公
銀
入
替
政
策
に
か
わ
っ
て
実
施
さ
れ
た
呉
服

師
後
藤
縫
殿
助
に
よ
る
米
切
手
改
印
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

翌
三
年
一
一
月
に
は
法
を
改
正
し
て
蔵
屋
敷
の
米
切
手
の
発
行
を
調

（
平
均
の
四
割
）
令
、
九
月
に
は
入
替
両
替
へ
の
拝
借
金
の
貸
し
付
け

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
米

価
が
上
が
っ
た
が
、
翌
年
に
は
ま
た
下
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
の
米
価
浮
揚
策
は
享
保
一
六
・
宝
暦
一
一
・

文
化
一
〇
年
に
短
期
の
米
価
浮
揚
に
成
功
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
著

者
は
幕
府
が
米
価
浮
揚
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
短
期
で
も
貢
租
米
を
売

り
抜
き
、
米
切
手
を
担
保
と
し
た
借
財
を
有
利
化
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
今
後
の
検
証
が

必
要
で
あ
る
。
文
化
一
〇
年
の
入
替
両
替
へ
の
資
金
投
入
は
幕
府
政

策
の
新
た
な
展
開
と
し
て
興
味
深
い
が
、
廻
米
制
限
と
の
関
連
は
ど

う
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
四
章
「
米
切
手
統
制
策
の
再
検
討
」
で
は
、
幕
府
が
空
米
切
手

に
つ
い
て
い
か
に
統
制
し
よ
う
と
し
た
か
を
、
田
沼
政
権
の
勘
定
奉

行
所
の
動
向
と
関
連
さ
せ
て
検
討
し
て
い
る
。
宝
暦
一
一
年
一
二
月

に
出
さ
れ
た
空
米
切
手
停
止
令
は
、
切
手
と
特
定
の
米
俵
の
対
応
性

を
失
っ
て
い
た
米
切
手
の
現
実
に
即
し
て
、
発
行
高
に
対
す
る
蔵
米

準
備
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
て
、
米
切
手
の
信
用
を
回
復
し
よ

う
と
し
た
が
、
明
和
八
年
正
月
の
触
で
は
い
わ
れ
な
く
蔵
出
し
が
差

し
支
え
た
米
切
手
は
空
米
に
あ
た
る
と
し
た
。
著
者
は
蔵
米
引
き
渡

し
の
履
行
を
要
求
し
た
上
で
、
蔵
米
準
備
率
に
つ
い
て
は
時
々
の
経
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留
米
藩
御
用
商
人
手
津
屋
庄
助
の
史
料
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

い
ず
れ
で
も
米
切
手
所
持
人
の
債
権
は
保
障
さ
れ
て
お
り
、
実
際
は

蔵
屋
敷
に
よ
る
切
手
買
い
戻
し
な
ど
で
処
理
さ
れ
て
も
、
空
米
切
手

停
止
令
に
基
づ
き
切
手
と
同
じ
年
の
米
の
蔵
出
し
に
よ
る
兌
換
と
い

う
建
前
の
も
と
処
理
さ
れ
た
こ
と
、
内
済
で
片
付
か
な
い
場
合
蔵
役

人
ま
で
処
罰
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
前

掲
玉
尾
家
「
万
相
場
日
記
」
の
米
相
場
を
み
る
限
り
、
空
米
切
手
騒

動
が
起
こ
っ
て
も
市
場
米
価
が
全
体
的
に
下
が
っ
て
い
な
い
こ
と
は

注
目
す
べ
き
発
見
で
あ
る
。

　

第
六
章
「
大
坂
米
市
場
の
効
率
性
」
で
は
、
先
述
し
た
米
価
系
列

を
用
い
て
近
世
米
市
場
の
効
率
性
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
先
物
取

引
市
場
に
お
け
る
合
理
的
期
待
仮
説
を
検
証
し
、
寛
政
期
か
ら
天
保

初
期
に
か
け
て
堂
島
米
会
所
に
お
け
る
合
理
的
期
待
の
形
成
が
成
立

し
て
お
り
、
天
保
後
期
以
降
そ
れ
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

　

次
に
ユ
ー
ジ
ー
ン
・
フ
ァ
ー
マ
の
情
報
効
率
性
の
概
念
（
市
場
が

あ
る
情
報
に
関
し
て
効
率
的
で
あ
る
と
は
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
た
投
資

戦
略
を
ど
の
よ
う
に
策
定
し
て
も
、
過
大
な
投
資
収
益
を
平
均
的
に
稼
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
指
す
）
に
基
づ
い
て
、
寛
政
一
〇
（
一
七
九

八
）
〜
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
ま
で
の
堂
島
米
会
所
の
現
物
・
先

達
切
手
も
含
め
後
藤
の
監
視
下
に
お
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
米
切
手

と
蔵
米
在
庫
量
と
の
対
応
関
係
を
開
示
さ
せ
て
、
諸
藩
の
資
金
調
達

の
自
律
性
を
制
限
す
る
途
が
ひ
ら
け
た
。
諸
蔵
屋
敷
は
連
合
し
て
反

対
し
、
天
明
四
年
に
は
再
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
後
藤
の
加
印
な
き

米
切
手
に
訴
権
を
認
め
な
い
方
針
は
堅
持
し
、
米
切
手
発
行
高
の
把

握
も
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
天
明
七
年
一
月
米
切
手
改
印
制
度
は

廃
止
さ
れ
、
こ
れ
以
降
幕
府
は
宝
暦
一
一
年
の
空
米
切
手
統
制
令
を

基
本
法
と
し
て
米
切
手
発
行
は
蔵
屋
敷
と
米
商
が
相
対
で
行
う
体
制

に
回
帰
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
天
明
三
年
の
御
用
金
・
融
通
御
貸
付
制
度
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
こ
れ
は
大
坂
の
有
力
大
名
貸
商
人
一
一
軒
か
ら
借
り
た
御

用
金
を
一
一
軒
に
貸
し
下
げ
、
こ
れ
を
原
資
と
し
て
貸
付
を
行
わ
せ

た
も
の
で
、
幕
府
は
返
済
の
保
障
を
与
え
る
か
わ
り
に
利
子
を
徴
収

し
、
一
部
の
「
除
置
金
」
か
ら
幕
府
御
声
が
か
り
の
貸
付
が
行
わ
れ

た
。
同
年
に
拝
借
金
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
著
者
は
こ
れ
を
幕

府
が
米
切
手
に
お
い
て
市
場
論
理
を
尊
重
す
る
方
向
を
と
っ
た
の
に

対
し
て
、
米
切
手
の
信
用
が
低
く
自
律
的
な
資
金
調
達
が
で
き
な
い

大
名
の
救
済
策
と
と
ら
え
て
い
る
。

　

最
後
に
米
切
手
改
印
制
度
以
後
の
寛
政
三
・
文
化
一
一
年
の
筑
後

蔵
、
文
化
八
年
の
肥
前
蔵
の
空
米
切
手
騒
動
幕
府
仕
法
に
つ
い
て
久
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ま
た
先
物
取
引
の
中
心
は
熊
川
米
・
沢
米
を
建
物
と
し
て
行
わ
れ
、

大
坂
の
先
物
取
引
を
引
き
移
し
て
行
う
移
し
相
場
江
州
米
帳
合
米
商

内
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
限
日
で
は
現
物
決
済
の
原
則
で
あ
る
が
、

実
際
は
差
金
決
済
が
主
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
直
近
限
月

ま
で
一
ヶ
月
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
翌
限
月
の
取
引
が
始
ま
っ
た
り
、

会
所
の
帳
簿
で
決
済
が
行
わ
れ
米
方
両
替
に
よ
る
精
算
が
行
わ
れ
な

い
な
ど
大
坂
と
の
違
い
も
あ
っ
た
。

　

次
に
相
場
情
報
の
伝
達
と
し
て
米
飛
脚
や
旗
振
り
通
信
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る
。
一
八
世
紀
中
後
期
か
ら
米
飛
脚
が
西
国
・
北
国
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
旗
振
り
通
信
は
幕
府
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
た
が
、
大
坂
│
大
津
間
で
も
一
八
世
紀
後
期
か
ら
実
際
に
行
わ

れ
て
い
た
。
前
掲
玉
尾
家
「
万
相
場
日
記
」
で
も
天
保
末
か
ら
大
坂

相
場
が
当
日
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
玉
尾
家
は
投
機
的

な
米
商
い
を
し
て
い
て
積
極
的
に
相
場
情
報
を
集
め
て
い
る
。
近
世

後
期
に
は
こ
う
し
た
経
済
主
体
が
多
数
存
在
し
て
い
て
、
相
場
情
報

伝
達
が
加
速
化
さ
れ
、
情
報
が
一
部
に
占
有
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
で

は
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
大
坂
米
市
場
と
大
津
米
市
場
の
米
価
の
連
関
を Granger 

因
果
性
テ
ス
ト
に
よ
り
検
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
大
津
の
先

物
・
現
物
相
場
と
も
大
坂
米
価
の
情
報
が
入
り
次
第
即
座
に
相
場
に

物
市
場
の
弱
効
率
性
を
計
測
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
多
く
の
期
間

で
現
物
・
先
物
と
も
弱
効
率
的
な
価
格
形
成
が
行
わ
れ
、
過
去
の
値

動
き
が
瞬
時
に
価
格
に
反
映
さ
れ
る
市
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
特
に
一
八
世
紀
末
か
ら
一
八
三
〇
年
代
は
合
理
的
期
待
が
成
立

す
る
と
い
う
強
い
意
味
で
情
報
効
率
的
な
価
格
が
形
成
さ
れ
、
幕
末

に
向
け
て
弱
効
率
性
は
弛
緩
す
る
が
程
度
は
軽
微
で
あ
っ
た
。
大
坂

米
市
場
は
山
片
蟠
桃
の
い
う
よ
う
に
、
カ
シ
コ
キ
モ
ノ
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

第
七
章
「
幕
府
直
轄
米
市
場
の
連
動
と
統
合
」
で
は
、
大
坂
米
相

場
が
大
津
米
相
場
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
を
検
討
す
る
が
、
そ

の
前
提
と
し
て
大
津
御
用
米
会
所
の
取
引
、
相
場
情
報
伝
達
の
方
法

も
記
し
て
い
る
。

　

大
津
の
米
相
場
は
幕
府
直
轄
の
市
場
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大

坂
米
相
場
と
類
似
し
て
い
た
が
、
空
米
切
手
停
止
令
な
ど
大
坂
で
打

ち
出
さ
れ
た
政
策
が
自
動
的
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
大
津
米
市
場
の
入
津
米
量
は
寛
政
三
年
前
後
に
七
五
万
俵
で
大

坂
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
が
、
消
費
地
と
し
て
の
京
都
を
挟
ん
で

両
相
場
は
連
動
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
御
用
米
会
所
で
の
現
物
取
引

は
米
切
手
の
規
格
や
代
金
支
払
い
期
限
が
大
坂
と
共
通
し
て
い
る
が
、

取
引
期
間
は
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
建
物
米
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
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ま
た
著
者
は
既
存
の
米
価
統
計
の
吟
味
と
日
次
の
米
価
系
列
の
復

元
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
新
た
に
わ
か
っ
た
こ
と
も

多
い
。
本
書
の
書
評
と
し
て
書
く
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
後
玉
尾
家
「
万
相
場
日
記
」
の
よ
う
な
良
質
の
米
価
系
列
を
全
国

的
に
発
掘
し
、
復
元
・
公
開
し
て
い
く
必
要
を
強
く
感
じ
た
。

高
槻
泰
郎
著
『
近
世
米
市
場
の
形
成
と
展
開
│
幕
府
司
法
と
堂
島
米
会

所
の
発
展
│
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
二
月
刊
、
ⅲ
＋

四
〇
三
頁
、
A 

5
判
、
本
体
価
格
六
、
〇
〇
〇
円
）

（
な
か
が
わ　

す
が
ね
・
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
情
報
を
的
確
に
反
映
し
た
価
格
形
成
が
成
し

遂
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
書
の
概
要
を
述
べ
て
き
た
。
最
後
に
蛇
足
な
が
ら
、
い

く
つ
か
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
幕
府
の
政
策
を
検
討
す
る
時
に
、

そ
の
実
効
性
を
問
う
だ
け
で
な
く
失
敗
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
上
で
幕
府
が
そ
れ
か
ら
何
を
学
ん
で
新
た
な
政
策
を
出
す
か
を
問

う
こ
と
は
、
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
か
な

り
長
期
に
わ
た
り
政
策
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

米
価
が
高
騰
し
た
天
保
期
以
降
の
幕
府
政
策
の
検
討
が
な
い
の
が

少
々
気
に
な
る
。

　

次
に
著
者
は
、
幕
府
が
大
坂
米
市
場
に
お
い
て
市
場
原
理
に
任
せ

る
の
か
、
市
場
原
理
を
規
制
し
て
政
権
の
思
惑
に
従
っ
て
運
営
さ
れ

る
市
場
を
め
ざ
す
の
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
、
前
者
を
取
っ
た
と
結
論

し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
幕
府
の
市
場
全
般
に
対
す
る
基
本
姿
勢

と
し
て
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
聞
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
管
見
で

は
貨
幣
相
場
政
策
に
お
い
て
も
同
様
の
政
策
の
推
移
が
み
ら
れ
る
。

た
だ
貨
幣
相
場
の
場
合
は
近
世
後
期
に
米
価
安
が
継
続
し
た
の
と
は

異
な
り
、
変
動
が
激
し
い
の
で
、
も
う
少
し
政
策
が
揺
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
幕
府
と
市
場
の
関
係
を
統
合
的
に
考
え
る
段
階
に
き
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。


